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1　 は　 じ　め　 に

　わが 国に お ける戦後の 精神薄弱教育に お い て ，教育上
一

貫 した取 り組み の 一つ に教育課 程の

編成問題が あ る。 その 編成史を概観す る と，小学校 。中学校教育課程の 準用時代 と，こ の教育

独自の 学習指導要領時代に 大別する こ とがで きる 。 い ずれの 時代に もそ の 背景に は，こ の 教育

を公教育と して位置づ けよ う とする教育関係者の 努力が見 られ，また収容児童 ・生徒の 知能程

度や障害種別 ・程度 の 多様な 変容が存在 した 。

　精神薄弱教育の 戦後史を検討する 場合に は，こ の 教育に お ける体育教育が，先に述 べ た教育

課程編成史の なか で ， ど の よ うIC位置づ け られ ， しか もそ の 内容を整備 ・充実 させ て い っ たか

に つ い て の 検討を加える必要が ある だ ろ う。 こうした観点か ら，先に 著者は，「日本に おける心

身障害者体育 の 史的研究 （第10報）一
昭和 20年代 の 精神薄弱体育に う い て」 （北陸体育学会 紀

要 ， 第22号 ， 昭60）．を報告 した 。 こ の報告で 混迷 した戦後当初の 教育界における精神薄弱体育，

に関す る諸問題 を検討 したの で あるが，本稿は こ の 「第 10報」 に 続 く報告で ある 。

il 研　究　 目　 的

　昭和 30年代か ら同40年代前期に か けて の精神薄弱体育に 関 して ， そ の教育上の位置づ け， 目

標，内容，指導法に 視点を向け，実践状況を主体 に そ の
一端 を明 らかに する。

皿　研　究　方　法
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　学校史，精神薄 弱教育史，精神 薄弱教育関係著書 ・学会誌 ・専門誌 を主なる史 ・資料と して

検討する 。

IV
’
結 果 と 考 察

　 1． 戦後の 精神薄弱教育界 の動 向

　精神薄弱教育 の 概念が漠然と して い た状況の なかで．学業不振児，虚弱児，情緒障害児，肢

体不 自由児 ，精神薄弱児な ど の 多様な児童 ・ 生徒を対象 と した教育が ， 戦後当初手探 りで 開始

され た 。 しか し昭和 20年代 （以下 ， 年号を略す 。）の 後半に は ， 精神薄弱 と学業不振 との 違 い も

認識され ， 精神薄弱教育へ と移行 して い っ た 。 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 、

　初め に，戦後にお け る精神薄弱 対象 の 特殊学級数及 び養護学校数の 推移を眺 めて み よ う。 22

年の 学校教育法制定以前で は，東京の 大和 田小学校補助学級を含む 1 〜 2 の学級と大阪の 思斉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔1｝
小学校が存在す るだ けで あ、っ た 。 23年度に 20数学級 ， 24年度に 混 合学級を含め て 小学校 70学

級 （43校）， 中学校 16学級 （11校） と学級が漸増 し，29年度 には小学校 308学級，中学校94学
　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［3｝
級 とな る。 そ の 後 ， 30年代半ばか ら40年代に か けて ， 「表 1」及び f表 2ゴが示すよ うに ， 学級 ・

学校が 急増 し始める。 こ の 学級や学校の 増設は戦前に 見 られなか っ た傾向で あ り ，
、この 教育界

に新た な動向を生む 契機 ど もな っ た。

　　 表 ユ　精神薄弱特殊学級数 （国 ・　　　　　　 表 2　養護学校の 推移 （国・公 ・私立〉　　　　 、
　　　　　公 ・私立）の 推移 （文部省）　　　　　　　　　　 （文部省，毎年度 5 月 1日現寉）

年度 小学 校 ，中学 校 合　 計

29 308 94 402

30 404 155 559

31 515 231 746

．32 603 295 898

33 799 4081 ，207

341 ρ62 5471 ，609

351
，
528 722’ 2，

250

362
，
029 9002

，
929

372
，
6441

／
1493 ，793

383 β311 ，5614 β92

394 ，0432 ，1256 ，168

404 ，8232 ，7867 、609

415 β163 ，6039 ，419

426 ，6754 β4411 ，019

437
，
4415202412 ，465

447
／
9565

，
58513 ，541

458 β996
，
00914

、
408

注 ）　 昭 和 47年度以降，沖 縄 県

　 　 が 含まれ る

区 分
養　 護 学　 校

年度
（昭和）

小　 計 精神薄 弱 肢体不 自由 病 　 弱

23 一
　校、

一　 校 一
　 校

一　 校

241 冖 『 1

253 1 　 2

263 1 一 2

273 1 　 2

285 1 1 3

295
‘

1 ｝ 3

305 1 1 3

319 （1） 2 3（1） 4

3216 （3） 7（1〕 3（2） 6

3323 （3） 8（1） 7（2） 8
3436 （2） 14 11（2） 11

3543 （3） 17（1） 14（2） 12

3658 （6） 23（2） 20（2） 15（2）

3774 （12） 28（2） 29（4） 17（6）

3891 （16） 34（2） 37（6＞ 20（8）

39103 （20） 42（2） 41（9） 23（9）

40129 （24） 57（3） 47（ユ2） 25（9）

41146 （25） 66（2｝ 531i5） 27（8）
42161 （34） 71（4） 63（19） 27（11）　　　　　鮎
43171 （38） 75（5） 68（22） 28（11）

44184 （44＞ 82（11） 73（22） 29（11）

45192 （47） 87（14） 76（22） 29（11）

注）　 1．〔）内 の 数は分校を示 し，外数で あ る

　　 2．昭和 46年度以前 の デ
ー

タ に は沖縄県分を

　　　　含ま な い
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　従来，特定 の 地区，ある い は都道府県内で 独 自性の あ る実践が 続け られ て い た もの が ， すべ

て の 都道府県 に学級が開設 されるよ うに なると，そ の 地区内や地区毎 の 交流 も活発 化し， しか

も組織化が促進 され， こ の 教育が
一
般化の方 向へ と進展 して い っ た の で ある 。 例 えば ， 広 島県

で は，「担任者会が同好会 の形 とな っ て 誕生 （中略）互い に 情報交換 を し，グル
ープの研究が進

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛41
展」 し，こ の 小 さな地域単位の研究 グル

ープが県単位の研究会組織へ と発 展 して い る 。 そ の 後

の 推移を全国的に眺めた とき ， こ の 研究会組織が発展的に解消され ， 連盟や協議会 と呼ばれる
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

強力な組織体 に 再構築 されて い る 。 なお こ の 教員の 諸活動 と呼応 して精神薄弱児を もつ 親た ち

は ， 厂手をつ な ぐ親の 会」を結成 し， 教員 と
一

体 とな っ て こ の 教育の 促進に協力 した 。 こ う した

教育界の 組織の 拡大と確立が ，
30年代に おける主要な動向の

一
っ で あ っ た 。

『
上記 の 組織化 と い う遠心的動きが ，同時に ま た教育実践 の 組織化や教育 内容 の 整備 と い う求

心 的動 きを も生起 させ た 。 28年の 大阪市立 思斉小 ・中学校の 「教育課程単元表」．．31年の 特殊教

育 （精神薄弱の 部）研究指定校の 発表報告並びに全国特殊学級研究協議会にお ける東京都品川

区立中延小学校 ・同浜川中学校発表の 「特殊学級報告書
一No ．3」（い わゆる 「品川プラ ン 」），そ

の翌年の 岩手県盛岡市立仁王小学校 ・同上 田中学校 ， あ る い は 大分県大分市立新生養 護学校 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛6｝

おけ る教育課程改善に 関す る研究報告 な ど，教育課 程に つ い て の 構造化の 動 きが そ れ で あ る 。　　　　　　　　　　　　　　 イ

　 こ の動 きは，急激に 全国的な もの へ と発展 して い っ た 。 34年の文部省主催特殊教育指導者講

座 （精神薄弱班）1に おい て ，「教育課程編成の ため の 資料」が ， 西日本及び東日本会場の 討議 を経

て 中部日本会場に て ま と め られ る 。 こ れは ，
い わ ゆ る 「六領域案」 と呼ばれ る もの で あ り，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛7｝
「精神薄弱 教 育にお ける生活主義 を明確 に 表現す るた め」に一般の 教育に おける教科 とは 異な

る領域名を用 い た総括的な教育課程で あ っ た 。
こ の 六 領域案の 公表後 ， 各地の 教育課程に関す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔8）
る研究は こ の 「『領域案』 を根拠 と して 動きは じめ」， 文部省も研究指定校を設けて 「指導内容の

妥当性に つ い て 」の 研究を委嘱 した の で あ っ た 。 しか しなが ら， こ うした実 践的な検討 もまだ

終えない翌年の 11月文部省 は ， 大阪で開催された精神薄弱教育指導者講座に おい て ， 厂学習指導

要領作成委 員会 討議 資料 一 養護学校 小学部 ・中学部学 習指導要領精神薄弱教育編暫定案に

っ い て 」を発 表 した 。 こ の 暫定案は 教育内容が 領域で な く，教科で 示 され て い た た め
， 「教科か

領域か 」 の 激 しい 論議を巻 ぎ起 こ した。

議を巻き起 こ した。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［9）

　続い て 文部省は，38年 2月文部事務次官通 達 とい う形で 37年度版学習指導要領を示 した。制定

当初は教育現場にか な りの 混乱が生 じたが 、 厂一般の 教育 と同じ教科名の もどに内容が 示されて

も，それぞ れ の 内容は あ くまで も精神薄弱教育 に おける生活主義に基づ い て 取捨選択 された も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 uor
の で あ っ て，本質的に は六領域案 と同 じ考 え方 に立 つ もの j で ある こ とや，「領域を統合 し各教
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 田｝

科を合わせ た授業が で きるよ うにな っ た こと」な どか ら， そ の 混乱 も次第に お さま っ た 。 この

37年度版学習指導要領は46年3月に 改訂され，精神薄弱教育 も本格的な要領時代に 入 っ て い っ た

の で ある 。

　 2， 教育目標と体育教育 の 位置 づけ

　29年 の 秋，東京都 に おける特殊教育研修会 の 席上；小宮山倭 は，「目標は一般の 子どもとちが

うはずはな い 」 と述 べ
， 教育基本法第 1条に掲げられ て い る教育目的が精神薄弱教育を例外 と し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 姻

て示 された もの で な い こ とを明 らかに して い る 。 30年代か ら40年代にかけて の 教育現場には ，
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次の よ うな教育 目標 が 掲げ られて い た 。 例え ば ， 宮城県槻木小学校特殊学級 （昭 34） で は，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

rr 将来の 社会生活 に お い て ，自立生活を営む に足 る 能力』 を育成する」 こ とが基本目標 とさ

礼 また金沢 大学教育学部付属 小学校特殊学級 （昭36）で は ， 「社会 的に 自立 で き る よ う」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ao
「個々 の 能力を最大陬に伸 ばせ るよう」が基本方針で あ っ た。

一方，東京学芸大学付属養護学校

（昭 36）で は，「そ の能力に 相応 する知識 技能お よび社会的 適応性を身に つ けさせ ， も っ て ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

生活 の 自立を可能 にす る人格の 形成に つ とめ る」が教育 目標 に掲げ られて いた。同 じ頃， 文部

省は ， 「精神 薄弱児 の 特殊教育がね らうの は，自分の こ とは 自分で 始末で き，他人 に迷惑 をか け

ず ， よ く協調 して ， 単純な仕事で はあるが それをきまりどお りに行 なうこ とに よ っ て ，少 しで
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

も他人の た めにな る精神薄弱児の 育成」で あ る と ， 指摘 して い る 。 こ の よ うに ， 現場 も行政当

局 も， と もに 「社会 的な 自立」を こ の 教育の 究極的な目標 として とらえ て い た の で ある。 その

後， こ の 「社会的な自立」 と い う目標は，37年度版学習指導要領に よ っ て 公的に確認 され る。

　同要領は，一般 の 諸学校 に お け る教育 目標 と そ の 根本精神を 同 じくす る もの で あ る こ とを 確

認 した ‡で ， 「精神薄弱教育の 究極的な 目標は ， 児童 ・生徒を社会生活 に適応させ ， 自立的な生
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （lt
活を営むよ うに する とこ ろ に ある」 と， 明示 したの で ある 。

　当然なが ら， この 教育目標を計画的 ・能率的に達成するため に適切な教育課程が編成 されな

ければな らな い 。 精神薄弱教育界で は，30年代半ばか ら教育課程編成に関する研究が本格化す

る が ，そ の 編成の なか で 体育教育 も位置づ け られて い く。 従 っ て ， こ こ で は ， 教育課程の 基本

的内容 と そ の 推移を概観 し， そ の位置づ けを検討す る こ とに した い 。

　教育課 程 の 中核をなす 「何を，ど うい 5系統で 」とい う課題に初 め て 取 り組ん だ の が，「品川

プ ラ ン 」 で ある。当時，各県で作成され た 「特殊教育 の手引」書 も示すよ うに ，同一
県 内に お

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 u鋤
い て さえ も教育課程の 領域設定は多様で あ っ た 。 こ の 自主的な実践が，品川プ ラ ン の 発表を契

機 として 全国的 レ ベ ル で の 論議へ と発展 し， 統一的方 向へ 向かう。 こ の 品川 プラ ン は ， 教育内

容を 「  道徳的な もの ，   情操的な もの ，   知識的な もの ，   技術的な もの ，   身体的な もの 」

に分類 しst 指導段階を 「小 ・ 中を通 じて ，五段階に分け
’
（中略）発達段階別に具体目標」 と指

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

導内容を示 した も の で あ っ た。 各領域 の 具体的指導内容はそれ ぞれ 「社会か ら， 最低 rこ れだ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

けは』 と要求され る もの と， 児童 の可能限界を考え て 設定」 された もの で ある が ， 体育教育は

「  身体的なもの 」に位置づ け られて い た 。 こ の 領域 は，「殆んどが虚弱児 に近 い 身体を持 っ て

い る」 と こ ろか ら設 定 された もの で ，　 「運動，栄養，衛生，用便 ， 予 防，休養，姿勢，診断治
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 囲

療，自然」な どの 運 動 と保健に関する内容で構成され て い た 。

　 また当時，次の ような領域設定を試みた学校 も見 られた。 例えば ， 大分県大分市立新生養護

学校 （昭 33）は，社会 ，自然，生産，健康，表現，基礎の 六領域を設定 ， 体育教育を健康領域

（衛生習慣 ， 身体的運 動 ， 安全保 護）に位置づ けて い た。一方，宮城県槻木小学校特殊学級

（昭 33）は，「←肚会生活，口 科学的生活，日言語生活，四 数的生活，伍俵 現 ・表出の 生活」 の

五領域を設定 し， 身体運動を図工 ・音楽を も含む表現 ・表出の 生活領域に位置づ け，保健的内
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

容を科学的生活及 び社会生活の 各領域 に分散させ て い た 。 こ うした教育現場の 自主的な教育課

程を集大成 したもの が，先述の 六領域案 なの である 。 r西日本会場で 品川 五 領域案が使い に くい

　 　 　 　 　 　 　 　  

と い う批判を受け」， 最後の 中部 日本会場で 一応の 成案を得た もの が こ の案と言われて い る。 こ

の 案は ， 教育内容 を生活 ， 情操 ， 健康生産 （作業）， 言語及び数量の 各領域 に 分け， 指導内容を

それぞれ小 ・低，小 ・高， 中学校の 3段階に系統化 し，体育教育を健康領域 に位置づ け て い た 。
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こ の 六領域案 の 成案後は，例えば 東京学芸大学付属養護学校 （昭 36）の 五 領磯や ， 金 沢大学

教育学部付属小学校特殊学 級 （昭36） の 八領域 に も見 られ る ように ， 領域数は異な る が，六領

域案を軸に して の編成が一般的とな っ た 。 以上の よ うに ， 30年代の 教育課程に関する領域の 設

定は社会的な自立を指向した もの で あり， その 設定 に当たり， 体育教育は他 の領域の 基礎的領

螺と して 位置づ け られて い た 。 具体的に 言え ば 体育教育は運 動に関 する内容 と保健 に関す る

内容に分けて とらえ られ ， 運動に関す る内容を健康領域 ， 表現 ・表出領域に 位置づ け，保健に

関す る内容を健康領域以外 の 領域に も位置づ け る こ と が 多か っ た 。 こ の 保健 に関す る内容の 分

散的な指導姿勢は，衛生面 の 習慣化を社会生活領域や家庭 生活領域で 指導 し， 保健的知識を科

学生活領域で 指導する こ とが より効果的で あると い う保健指導の 特殊性に よ る もの で あ っ た。

．34年の 学習指導要領暫定案の 提示に続 き，38年2月 に 37年度版学習指導要領が制定 され る 。

こ こには ， ．従来忌避 し続けて きた教科分類形式が 採用されて い た 。 こ の要領が通達 されるや，

精神薄弱教育 の教科目標 ・内容は必ず しも一般 の 小 ・中学校 の それ と同 じで な い こ と， あ る い

は領域や教科を合わせ て 指導する こ とが で き るこ とな どの 確認 が な される 。 更に 42年 「養護学

校小学部 ・中学部学習指導要領精神薄弱教育編解 説」に よ っ て ， 「教科を合わせ る こ と」及び 「領

域の 内容を統合す る こ と」 に関す る学習指導形態の 例 として 「生活単元学習」，「作業を中心 と

した学習」，「日常 の 生活指導」及び 「教科別 の 学習」 が示 され る。
こ の 提示は，37年度版学習

指導要領が教育内容 の 分類形式を教科に よ っ て 示 した こ と に よ る教育課程に お ける構造 の 変容

を示す もの で あ っ た 。 上記 の学習指導形態 は ， 40年代前半に定着 して い く。こ の 教科別学習の

浮上 は ， 東京都立青鳥養護学校にお ける教科導入 過程 も示す よ う121 領域 ・教科を合わせ た り

統合 した りした学習指導が 可能で あ っ て も ， 系統的学習を必要 とす る教育内容 も存在する と い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

う認識か らで あ っ た。 その 対象教科は，主 として 国語，算数及び体育を含む技能的教科で あ っ

た。以後，体育教育は ， 「関連 ・系統 ・教材学習」に位置づ けられ ， 競技会や 運動会な ど の 体育

行事的な学 習を生活単元学習で ，また保健に 関す る 内容を 日常の生活指導の なか で 取 り上 げな

が ら，一
つ の教科として発展 して い くこ ととな る 。

　 3． 体育教育の 目標

　戦後の 精神薄弱教育界は ， 戦争 とい う後遺症 と新教育とい う大 きな教育環境の変革の なかで ，

精神薄弱教育 とは何か を改めて 問い 続けた 。 先述の よ うに ， 30年代 に入る と ， こ の 動きは よ り

活発 とな り，教育課程 の 編成に 焦点が絞 られて い う た 。 こ の 間，精神薄弱教育に ふ さわ しい学

習指導形態 として 生活単元学習が，また教育内容 の 分類形式 として 領域案が登場 したわけであ

る 。 こ う した動きの 根底 に は，精神薄弱教育は教育 とい う 「容器は同 じで あ っ て も中身に異な

ると こ ろが ある」， 「各教科の名称 は ， 小学校及び中学校 の教育の 場合と同 じで あ っ て も， 各教

科の 目標及び内容 に つ い て は ， かな らず しも同 じで はない 」 とい う認識が あ っ た 。 こ の 教育特

有の こ うした教科 に対する 認識か ら，体育教育 の 目標や そ の 指導内容の 検討が 必要視 され たわ

け で あ る 。

　熊本 ヨ シ が 「精薄児教育の 究極 の ね らい は社会に 出て と に か く自活で き る人間を つ くる こ と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 翩

で あろう。 それ に は r働 ける体』 を もつ こ とが 重要な要素に な る」と述 べ
． 「働ける体」を っ く

る こ とが 体育教育の 任務で あ る と指摘 し，あ る い は東京学芸大学付属養護学校は体育教育を

「将来の 労働生活 に耐えるため の 基礎的能力を培う」もの ととらえ て い た こ と も示すよ うに ， 戦
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後当初の 「健康」 で 「働ける体」 の育成 とい う体育教育の 理 念は， 30年代に入 っ て もな お生 き

続けて いた 。 こ の 基本的教育理念 を基底に しなが ら， 30年代 から40年代半ばまで の 精神薄弱児

の 体育教育 は， 「健康」の増進を保健指導で ， 「働 ける体」の 育成 を運動 指導 に よ っ て 展開 して

い っ た 。 初め に，六領域案の 内容 をほ ぼ継承した とされ て い る 37年度版学習指導要領 を 中心 に

目標に つ い て Q論議を進 め て い こ う。

「

　37年度版学習指導要領に お ける体育科及び保健体育科の 目標 は，次の よ うで あ っ た 。

〔小　学　部〕

低学年

「（1） い ろ い ろ な 運動や 遊びを喜ん で す る よ うに す る。

｛2｝ 皆とい っ し ょ に仲良 く遊 ん だ り，運動 した りす る こ とが で き る よ うにす る。

〔3｝ あぶ な い 遊 びな どを避け て ，安全 に運動が で き る よ う気をつ け る態度を養う。

（4） 食 べ 物 に 気 を つ けた り，か らだ を で きるだ け清潔 にす る習慣を養う。1
”

中学年

「（1） い ろ い ろ の 簡単な 運 動 を 行な わせ る こ と に よ っ て ，基礎的な 運動能力 を 養う。

C2） きま りを 守 っ て みん な と仲 よ く運動する態度を養 う。

〔3） 運動と 関連 した健康
』
・安全 にっ い て の きま りを守る態度 や 習慣を 養 う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

｛4］ 食べ 物に 気を つ けた り，
か らだ をで きる だけ清潔にす る習慣を養う。」

．

高学年

・「〔1｝ 能力に応 じた 運 動 を 行なわ せ る こ とに よ り， 身体の諸機能の 調和的な 発 達 を図る よ うにす る。

（2） 簡単な 競技 や ゲーム を行なわ せ，ル “ ル を守 り，．互 い に助け合 う態度を養う。

（3｝ 運 動や ゲ ーム な ど に お い て ，最 後ま で 努力す る態度 や 持久力を養う。

（4） 健康，安全に注意する 態度 や 習慣を養 い
， 保健 に関する初歩的知識をもたせ る よ うに す る。1

〔中　学　部〕

「1　 健康の 保持 ・増進 に 必要 な 知識を与 え ，自分 の 健康 に 注意す る態度を養 う。

　2　各種の 運動 や ゲ
ーム を通して

， 身体諸機能 の 調和的発達を図 り， 特 に 行動 の びん しょ う性 ， 柔軟性，

　 律動性お よ び耐久力な ど を 養う。

　3　ゲーム や 競技 を 行 な う際の き ま りや 役割 を 理 解 させ
， 目標 に向か っ て 協力 して

， 全力 を尽 くす 態 度

　 を 養 う。

　4　健全な ス ポ マ ツ や 遠足 な ど に対す る興味を もたせ ， 余暇を利用 し生活を豊か に して い く態度を育 て

　 る 。」　　　　
』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

　以上の よ うに，3項 目の 運動 に関す る目標 と1項 目め保健に 関する目標が各段階に掲 げられ ，

しかもそれ ぞれ の 項目が系統的に示 され て い た 。 こ れ らを総括す ると ， 運動に関す る目標は ，

  基礎的運動能力の 育成 と身体的諸機能の 向上，  規則を遵守 し， 協力する態度 ・習慣の養成，

◎最後 まで 努力 し， 全力を尽 くす態度の 養成 （  中学部 で は ， 余暇の有効利用の 態度を養成す

る こ と）で あ っ た 。

一
方， 保健に関する 目標は ， 健康 ・安全に注意す る態度 ・習慣の 養成と健

康 の 保持 ・増進に必要な基礎的 ・初歩的知識の 理解で あ っ た 。 上記 の 目標を整理 すると，その

目標は ，   身体的活動力の 向上 ，   社会的適応力の 養成 ， ◎精神的耐久力の 育成 ，   個人衛生

上の 態度 ・習慣 の 形成で あ っ た と言え る だろ う。 なお ， その 目標の 設定傾向を見 る と ， 小学校

学習指導要領及び中学校学習指導要領 と類似 して お り，こ うした観点に 立て ば， こ れ らの 要領を

重要 な参考資料に した もの と考え られるが，しか しそ の 内容は，上記要領に おける目標の 変形，

78

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

日本 に お ける心身障害者体育 の 史的研究 （第 11報 ）、 7

削除， 軽減 ， 補充な どの 配慮が見 られ た 。 こ の 点に関 して ， 若干具体的な検討が必要で あろう。

以下，主として 小学校学習指導要領 と対比 し，37年度学習指導要領 の 目標に つ い て 検討を加え

て みた い 。

　ア 　目標の 示 し方 に つ い て 　小学校学習指導要領に お ける 目標は ， 全学年共通の 一般目標と

学年毎の 具体目標か らな っ て い る 。 しか しなが ら ， 37年度版学習指導要領で は；小学部は低 ・1

中 ・高学年の 3段階に ，中学部 は一括とい う形で 示されて い る。 こ の 示 し方の 相違は ， 対象児童 ・

生徒の 障害の 多様性に対す る対応か ら生 まれ た もの で あ り， 順応性の あ る指導が で きるよ うに

するた め の 配慮か らで あ っ た と考え られ る 。

　イ　 目標 レ ベ ル に つ いて 　小学校学習指導要領で は，例え ば ， 小学部第1学年に ， 「（1洛 種の

簡単 な運動を行わせ る こ と に よ っ て ， 基礎的な運動能力を養 う。   だ れとで も仲よ くし，また，

きま りを守 っ て楽 しく運動 を行 う態度を育て る。｛3｝運動 と関連 した健康 ・安全に つ い て の きま

りを守 る態度や習慣を養 う 。 1 とい う目標が示 されて い る 。 こ の 目標は，先 に も述べ た 37年度版

学習指導要領の 中学年の 目標 と同 じで あ る 。 こ の こ とは ， 養護学校 （精神薄弱教育）に お ける

体育科の 目標が小 ・中学校の そ れよ りも2学年程度下級学年 レ ベ ル を 目指 したもの で ある と言え

るわけで ある 。 また こ の こ とは ， こ の要領が 「知能指数が おおむね 50か ら60の程度の 児童生徒」

を対 象に 作成された こ とか らも当黙な こ とで あ っ た 。 従 っ て ，小学部低学年 は幼稚園段階に ま
　 　 　 　 鰤

で 踏み込み ， 中学部 は小学校高学年程度を目指す こ と に な っ て い た 。

　ウ　 目標の 内容に つ い て 　37年度版学習指導要領が 小 ・中学校学習指導要領 と内容に おい て

特 に異な る点は，技能的目標の 削除と知的目標の削減で ある 。 小学校学習指導要領では ， 運動

技能の 向上及び規則 の 自主 的作成 とそ の 改変 ， リ
ー

ダ
ー

の 選 出， 校 内競技な ど の 計画 と運営ヘ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

の 参加，運動や ス ポ ー
ツ に 関す る初歩的知識の 習得が 目標の一 つ に な っ て い る 。 しか し37年度

版学習指導要領で は，これ らの 技能的 ・知的目標が削除 ・ 削減 されて い る 。 なお中学部 に おい

て ， 基礎運動能力の養成が具体的に示 されてお り，
こ うした提示事例 は他の要領に余 り類例を

見 な い もの で ， 精神薄弱体育 の 特徴 の 一 つ と して 注 目され た。一般 に精神薄弱 児童 ・生 徒は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c40
「びん し ょ う性 ， 柔 軟性 ， 律動性 及び耐久力」が劣弱で あると考え られて い たため，要領で具

体的に示 した もの で あ る 。

　工 　保健教育に つ い て 　小学校学習指導要領で は， 保健教育た関する 目標 は第 5学年から掲げ

られ て い る 。 しか し37年度版学習指導要領で は低学年か ら示 され ， 早期指導が 図 られ て い る 。

精神薄弱教育の なか で ， 「日常生活に 於 ける衛生 的習慣」と 「自己 の 安全保護の 習慣態度」の 育

成は，従来か ら特に強調 されて きた目標で あ り， しか も早期指導が図 られて きた 目標の
一

つ で

あ っ た 。

　 37年度版学習指導要領 に つ い て の検 討は こ の 程度 に終え ， 次に要領制定後に おける現場 の実
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 u跡
際に触れ て お こ う。 篠崎義雄と近藤原 理 は ， 当時 の 実態に つ い て の 貴重な報告を行な っ て いる。

この 報告 は， 「全国各都道府県か ら各小学一中学一の特殊学級をえ らび，体育指導の実態調査を

お こ な っ た」 もの で
，

40年前後の 全国的な実態を知 る上で 重 要な資料を提供 して い る。
こ の 報

告によ れば ， 現場で は ， 以 下の よ うな 目標が掲 げられ て い た。

〔小学校特殊学級〕

f1　 健康安全 の ため に
・……・………・……・………・…・・……………・…・………………………16

　 2　 集団行動と協力精神の 養成…………・……・…・……・………・・……………………………14
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3　 運動機能 の 発 達増 進
………………………………………………・…・…・…・…………・・… g

　4　 行動の 敏捷性 と柔軟性 ， 律動性 ・耐久力の 養成 ………………・…・．・・………・…・……… 7

　5　 身体機能の 調和的発達・…………・・…………・・……………・……一■…………・・………・・… 4」

〔中学校特殊学級〕．

「1　 行動の 敏捷性 ・柔軟性 ・律動性 ・耐久力の養成 ・…・…・………・……・……・……・……・8

　2　 公正 ・規律 ・協力の 態度を養成
・・……………・・…………・……・・…………

∵
・・…・……・・5

3　 自分の ととは自分で …………一．……・・……………・…・・………・………・……・…………… 4」

　以上は報告 された上位に 位罩して い る薫干の 目標で あ るが ， 特殊学級で も概 して 要領に準じ

た 目標が掲げ られて い た もの と考え られる 。 しか しこ の 調査で は ， 「体育 まで 手が及ばない」，

「体育の時間は もうけて い な い 」， 「体育を作業の 時間に あて て い る」学級 も見 られた と い う 。 こ

うした学級の 存在は ， 要領 に示 された特別的な配慮や特殊学級 と い う特殊性を考慮 に 入れ て も、，

決して 要領の 趣 旨が全国的に徹底 して い た とは言 え な い こ とを示す もの で あ っ た 。　　　
「

　
』
4． 指導内容一 指導教材を中心 に

　 体育
’
、保健体育と もに そ の 指導内容は，運動 に関する内容 と保健 に関する内容か らな っ て い

る 。 こ こ で は，30年代か ら40年代半ばま で の 指導教材に つ い て ， 六領域案及び37年度版学習指

導要領を中心 に ， 実践例 に も触れなが ら， そ の 内容 と変容の 様態を考察 して い く。 なお体育的

’
行事関係にっ い て も，関連事項 と して取 り上げて い きたい 。

　 （1） 運動 に関する 内容

　初め に
， 上記の領域案と要領に 示されて い る具体的内容を掲げる 。 それ は， 概略 「表3」1及び

「表4」の とお りで あ る 。 ただ し要領の 内容は ， 同要領の 掲載内容を簡略化 して 転載する こ とに

す る。 　
’
　　　 　 ．　　 　　　　　

一・

表 3　　六領域案 に おける指導教材℃

事項 段　　 階 小 学　校   小 学　校   申　　学　　校

一
， 模倣 ， リズ ム ・歌 に合わ せ て身ぶ り ・簡単な遊戯が で きて ・簡単な フ ォ

ー
ク ダ ン

運動 がま ね られる 縄とびが で き る ス がで きる

二
， 徒手体操 ・ 人 の を み て まね る こ ・運動 の 目的を考えて ・か な り複雑な もの も

とが で きる で きる 理 解 で き る　　　
’

三
， 器械体操

（11 鉄棒 ・ 鉄棒あ そ びが で き る 。 さ かさあが り ・高鉄棒 で もで き る
・

・足 か けあが り

・前まわ り
身 ・後まわ りが で きる

〔2） 飛箱 ・飛箱あそび が で きる ・飛びあが り
・転回 がで きる

・飛びおり

体 ・飛び こ しが で き る

｛3｝ 固定施設 ・ブラ ン コ
，

ス ベ リ台， ・ジ ヤ ン グル ジ ム，雲 ・雲梯，はん登棒 （縄）

シ
ー

ソ
ーな どで あそ 梯，はん登棒 （縄）な などがつ かえる

活 ぶ こ とが で きる どが つ か え る
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四　 マ
ッ ト ・マ

・
ッ トあそ びが で き　　　　　　 ’

・前まわり ・倒立が で き る

る ・後ま わりが で き る 、

動
（5｝ 平均台 ・た っ たりあ る い た り

で きる

・片足 で た っ た りあ る

い た りで き る

・簡単な動作 が で き る

四
， 陸上運動

を
｛1） 走 ・か けらこ

・おりか え しリレ
ー

・
回旋 リレ ーや障害 リ

レ
ーが で きる

・100m
，
200m

， 400
『

m
，
1

，500m走

・お きか え リレ
ーな ど ・走法がわ か る ・リレ ー

がで き る 。ハ
ー

ドル

通   　跳 ・ かた足とびが で き る ・幅とび，高 とびがで ・ 走幅とび，走高とび，

き る． 三 段とびが で き る

13） 投 ・球あて や 球入れが で ・ボー
ル 投げ ・ボ

ー
ル 投げ，砲丸投

じ きる げ ．　　　　　 ．

五，ボ
ー

ル 運動

任｝ 野球型 ・ボール 投げ ・ソ フ トボール ・ソ フ トボール

て
・フ ッ トベ ー

ス ボー
ル ・野球

〔2｝ 庭球型 ・は ね つ き ・ネ ッ トボール 。バ レ
ーボー

ル

。ピ ン ポ ン ・バ ド ミン トン

・ピ ン ポ ン

の

｛3｝ 籠球型 ・ボ
ー

ル 入れ ・ドツ ジ ボー
ル ・バ ス ケ ッ トボー

ル

・簡易 ド ツ ボ山
ル 。キ ャ プ テ ン ボー

ル

・ゴール ハ イ

育 ｛4｝ 蹴球型 ・
』
ボール けり ・簡易 サ ッ カ ー

，
・サ ッ カー

九 そ の 他の 運動

・お に あそ び ・じん と り

成 ・水あそ び ・ す い え い ・す い え い
』

・か くれ ん ぼ

・お し くらまん じゅ う ・すもう ・
す も う

・なわ とび ・なわとび

・自転車 の り ・自転車 の り

・ハ イ キ ン グ ・ハ イ キ ン グ 。ハ イ キ ン グ　　
ゴ

：

・山の ぼり ・山の ぼり ・登山
・ス キ ー ・ス キー ・ス キ ー

・ス ケ ート ・ス ケート 。ス ケ ート

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 働

表 4　　37年度版学習指導要領｝とおける指導教材

段　 階 小 学 部 膕 小 学 部 仲｝ 小 学 部   中　 学　 部

模　．　 倣 働 物，乗 り物 の 模 ・動物 ， 乗 り物 の 模

倣 倣

リズ ム 運 動 ．・音楽に 合わ せ て 歩 ・音楽に 合わ せ て 歩 ・簡単な フ ォ
ー

ク ダ ・フ ォ
ーク ダ ン ス

く く， 走 る ガ か ごめ ン ス

か ご め ・ス キ ッ プ歩き
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・簡 単な 徒手 体操 ・簡単 な徒手体操 ・徒手体操 ・徒手体操

（しゃ が む ，立 っ
， （しゃ が む

， 背伸 （膝屈伸 ・左右開 （膝屈伸・左右開閉

前後左右開脚，両 び，前後左 右開脚 ， 閉脚 ， 前左右上腕 脚 ， 前左右上腕上

脚 ・片脚 と び
， 腕 両脚 ・片脚 と び ・ 上げお ろ し ・前後 げお ろ し

， 前後内

徒　　　手
体　　　操

振り・腕回旋 ， 腕

す り上げ ， 左右体

移動 ， 前後左右腕

振り・回旋 ， 前左

内外回旋，前後左

右首屈 ・左右回 旋 ，

外回旋 ， 前後左右

首屈 ・左 右回旋 ；

屈，膝まげ歩き， 右上腕上げお ろし， 前後左右体屈 ・左 前後左右体屈 ・左

深呼吸） 腕す り上げ左右体 右回旋，腕立て ふ 右回旋 ．腕立て 伏，

屈 ，左右 腕振
・
首 ・ くが ，深呼吸） 深呼吸）

体回旋，腕 つ き歩

き，深呼吸）

・低鉄棒 （ぶ らさが
』・低鉄棒 （足 か け振 ・低 鉄 棒 （簡単な 運 ・鉄棒運 動 （さか あ

り） り） 動 ・懸垂腕 まげ） が り，足か け あ が

り、 懸垂腕まげ）

・と び箱あそ び ・簡単 な とび 箱運動 ・簡単な・とび箱運動
・ぶ らん こ （ひ とり

器　　　械 で）， 雲て い ，は ん

運 　　　動 とう棒

・マ
ッ ト遊 び （ゆ り

　 　 　 　 　 　 ズ

・．マ ッ ト遊び （横 回 ・マ
ッ ト運動 （連続 ・マ ッ ト運動 （全般

か ご ） り，前回 り） 横回 り， 連続前回 的に ）

り）

・平均台 （歩行 ，動 ・ 平均台運動 （片脚 ・平均台上歩行 （自

作ン 立ち，動作） 由 に ）

・コ 〒 ス 上 の 走 匚
・か け っ こ （約30m ） ・かけ っ こ （約50m 〜 ・か け っ こ （約 80m ・全 力走 （約100m ）

・か け足 （約 1分間） 80m ） 100m ） ・か け足 （約10分間）
陸　　　上

運　　　動
・か け足 （約 3 分間） ・か け足 （約 5分間） ・歩行（約 2時間）

・立ち幅 とび ・歩行 （約 1時間） ・走 り幅とび

・片足ふ み き り幅と ・走 り幅 とび ・走 り高とび
」

び ・高とび ・リ レ ー ・リレ
」

。ボール こ ろが し

・ボール 投げ ・ボール 投げ 。キ ャ ッ チボール ・い ろい ろな ボー
ル

運動
ボ　 ー　 ル

運 　　 　動

・ボー
ル つ き

・こ ろが しドッ ジボ

・簡易ベ ー
ス ボール

・ ドツ ジボー
ル

。ピ ン ポ ン

・バ ド ミン トン

一
ノレ

・球入れ ・球入れ ・簡易野球

・簡単な鬼遊び ・ 鬼遊び

・ 水遊 び ・初歩の 水泳 ・初歩 の 水泳
・・水泳

・すもう遊び
’ ・片足ずもう ・すもう

そ 　 の 　他

の 　運　動

・自転車の り （こ ど

　も用）

・自転車の り （こ ど

も用）

・自転車 の り

・なわ とび ・な わ とび

・綱引き ・綱引き

・整列 （1列） ・整列 （1列 ，
2列） ・整列 （1列，2列） ・整列 （2列，4列）

・行進 （1列） ・行進 （1列，．鼻列）
・・行進 （1列，2列，姿 ・行進 （2列

，
歩調 ）

勢）
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 嗣

　六領域案 の 指導教材は 「一応 の 目安」 と レて 示 された もの で あり， 37年度版学習指導要領の

それ は知能指数50か ら60程度の 児童 ・生徒が 自立 して い くために 必要な最少限の 経験を例飛し

た もの で あ っ た 。 再者を当時既に施行され て い た小学校及び中学校の 学習指導要領 と比較 して

み よ う．。六領域案で は ， 小低段階が小学校第 1学年，小高段階が 小学校第3〜6学年 ， 中学段階が

中学校第 1学年を基準に教材を選択 して お り，

一方 37年度版学習指導要領で は，小 ・ 中学校よ り

もほぼ2学年程度下級学年の 教材が選択されて い た。 従 っ て六領域案 の 階梯は急で あ り，粗雑 さ

が 目立ち ， しか も内容に 高度な もの が見 られ た。こ う した六領域案の 欠点を是正 した もの が，

37年度版学習指導要領で あ っ た と言え よ う。 なお ， いずれに も 「自転車の り」 が取 り入れ られ

て い る こ とや ， 37年度版学習指導要領に は 「整列 ・行進」 が導入 され て い る こ．とな ど，注自す

べ き内容も見 られ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4の　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　 こ の 指導教材の 「ダイナ ミ ッ クな運用」や，「弾力的な融通性の あ る指導」が期待 され るなか

で ， 現場では どの よ うな対応を見せ た で あ ろ うか。実践状況 に つ い て の 全国的な資料収集は不
’

可能で あ っ た た め，詳細な報告 はで きな い が ， で きるだけ多 くの 学級や 学校の報告か ら，そ の

実態 を時期別 ， 運動領域別にまとめた もの が次の 各表で ある 。

表 5　　小学校 （小学部）の指導教材
．
　　　 　　　　　 　　　　　 　  
　 　 　 　 　 　 〜　 37 年　　 30 年
　　　　　　　　　　　　　　、、

　 　 　 　 　 　 　 薊
38 年　〜 ．45 年

模　　　倣
・電車 ご っ こ，汽車ご っ こ ，もの まね，

自然 ，
日常生活 ， 物語 ， 音楽

　　’r

・歩 く， 足ふ み ，
か け足，リズ ム 遊 び

， 盆
・ラ ン ニ ン グ ，

ス キ ッ プ ，リズ ム 遊び，
リズ ム 運動 お ど り∫ リズ ム 体操，フ ォ

ーク ダ ン ス ， フ ォ
ーク ダ ン ス ，舞踊劇

ス ク ェ ア
ーダン ス

・簡単な徒手体操 ・簡単な 徒手体操

徒 手 体 操
・ラ ジオ体操，第一

ラ ジオ体操 ・ラ ジオ体操

・準備体操 ，
整理体操

・二 入組体操

・鉄棒運動   ．・鉄棒運動

・とび箱運動 ・とび箱運動

・マ ッ ト運動 ・マ
ッ ト運動

器 械 運 動 ・平均台運動 ・平均台 運動
・固定施設 （ブ ラ ン コ ，すべ り台 ，

ジ ャ ．・固定施設 （ブラン コ ，すべ り台 ，
ジ ャ

ン グル ジ ム ，雲梯，は ん とう棒，か い ン グル ジム ，雲梯，は ん とう棒，
．

シ
ー

せ ん塔 ，シ
ー

ソ
ー
，砂場） ソ

ー
，タ イ コ 橋）

℃
・かけ っ ζ， 徒競走 ，

か け足，持久走， ・か け っ こ
， 持久走 ，

マ ラ ソ ン
， 障害走 ，

障害走，
’
リ レ ー

（200皿 ，400m ），置 換 リ レ ー，置換え競走，円形 リ レ ー

陵 上 運 動
え 競走 ，二 人 三 脚

，

・川とび，とび っ こ ，とび上 が り競走， ・幅 とび，高 と び，．垂 直 と び，
ゴ ム とび

， 幅と び，高とび
，

・ボール 投げ ， 玉入れ
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。ボー
ル 投げ ，

キ ャ ッ チ ボ ー
ル ，フ ッ ト ・ボ ール 投げ，．ソ フ トボ 厂 ル ，ベ ース ボ ー

ベ ー
ス ボール

，
ハ ン ドベ ー

ス ボー
ル ， ノレ

ソ フ トボール
， 簡易野球 ，

・はねつ き ，
ピ ン ポ ン ，バ ド ミン トン ， ・は ね っ き，ピ ン ポ ン ，バ ド ミン ト ン

ボ ール 運動

・ボー
ル 入れ ， 玉入れ ， ドッ ジボ ール ．　　　　　　 ．

に う が し，円形，方形），ま りつ き，

’ドッ ジボール （こ ろが し），玉入れ，

順送球

球送り，メ デ シ ン ボ
ー

ル ，ポ
ー

トボ ー

ル 。エ ン ドボ ー
ル ，コ

ー
ナ
ーボ ー

ル

　　　　　　　　齟
。ボ

ー
ル け り，ボ

ー
ル リ レ

ー
（げ る）， ・ 対列 ボ

ー
ル け り，簡易 サ ッ カー

フ ッ トボール ，簡易 サ ッ カー
　幽
・鬼あ そ び （鬼 ご っ こ

， 手 つ な ぎ鬼 目 ・鬼あそ び （鬼 ご っ こ
， 手 つ な ぎ鬼 ，目

か くし鬼）， ね こ とねずみ ，
ハ ン カ チ お か くし鬼）

とし ， かげふ み ， か くれん ぼ ，

』
まわ り

こ らこ

・水あそ び ，水泳 ・水あそ び，水泳
・力くらべ ，す もう 。

す もう

・な わ とび ・な わ とび

・三 輪車 の り， 自転車 の り ・自転車の り

そ の 他 の

運　　　動

　　　　　　濯
・散歩 ， 山あそ び

， わ らび と り ， 山の ぼ

　り

・雪 あ そ び，雪 合戦，ス キ
ー

・ス ケート ・かん げた あそ び

・綱引き

・輪投げ ・音あて あそ び

・じゃ んけんあそ び，トン ネル あそ び

（フ
ー

プ）， とび石 とび （フ
ー

プ），
バ

ラ ン ス あそ び （タ イ ヤ

、
・整列 ， 歩き方 ， 歩行 （廊下 ，

・階段），

・整列 ， 行進

行進，姿勢
．「・運動会練習，遠足 ・運動会練習　 r

・体力測定　　　　　　　 「
・体力測定

表 6 中学校 （中学部）の 指導教材

30 年 〜 37 年
觚

詬年 〜 45 年
 

慟 鯉
。リズム 運動 ，フ ォ

ー
ク ダンス ，ダンス   。

フ ォ
ーク ダ ン ス

徒 手 体 操
・徒手体操
・

ラ ジオ体操，第ニ ラ ジオ体操

・徒手体操

．・ラ ジオ体操，棒体操 ，
な わ体操

器 械 運 動

・鉄棒運動 （低 ， 高）

・とび箱運動
・マ ッ ト運動

・平 均台運 動

・ス プ リン グボー
ド

」 肋木 ， 雲梯

・鉄棒運動

・と び箱運動

・マ ッ ト運動

・平均台運 動

・バ ランス 遊び （タイヤ ）， 登 り棒
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陸 上 運 動

（陸上競技）

・短距離走，長距離走，持久走，マ ラ ソ ン ，
障 害走 ．，リ レ ー

・立幅と び，垂薩とび

・走 ， 持久走，マ ラソ ン ，ス プ ーン リレ ー

・幅 とび
， 跳躍

ボ ール 運動

（球 技）

・ソ フ トボー
ル

， 野球 （男

・卓球，バ ドミン トン ，バ レ
ー

ボール

・ドッ ジボール ，バ ス ケ ッ トボール

・キッ クボー
ル 〔女｝， サ ッ カー

〔男｝

・ボー
ル 投げ 1

』
ソ フ トボ ール （男｝，フ ッ トベ ー

ス ボ ール

・卓球，バ ドミン トン ，バ レーテ ニ ス

・ドッ ジボール ，バ ス ケ ッ トボール ，ハ ン ド

ボ ール ，球入れ

・キ ッ クボール 〔女），サ ッ カ
ー

（格　技 ） ・すもう（男｝ ・剣道，柔道

水　　　泳

・水泳　　　　． ・水泳

・水球

そ の 他 の

運　　　動

・な わ とび
’
（女｝

・集合 ， 整列，行進 ，

・基礎訓練 ， 矯正治療体育

・自転車の り

・ハ イ キ ン グ ， キ ャ ン ピ ン グ
广

・
1
ス ケ

ート　　　
’

・運動会 の 練習

・林間学校，臨海学校

　　　　　　　　　　　　　　　　1
・なわ とび

・集合，整列 ，行進

。敏捷性訓練 ， 歩行訓練 ， 矯正体育

・自転車の り

・校内球技大会 ，運動会の 練習

・林間学校 ，臨海学校

　「表5」と 「表 6」 の 教材内容 を前述嬢）六 領域案及 び37年度版学習指導要領 と比較 した とき ， 小
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

学校 （小学部），中学校 （中学部）ともに 概 して 類似 した もの で あ っ た と言え るだろ う。ただ し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　　　　　　　　　　　　　　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　

’
　

38年以降に は ， 体操や格技に お い て見 られ るよ うな 新 しい教材の 導入が あ り， ま た矯正 ・治療

を主 と した養護 ・訓練的指導 の本格化の 傾向を示 し ， 40年代 にか けて の新 しい動 向として 注目

された 。

　〔2｝ 保健に関する指導教材

　戦後当初よ り健康な生活 を営むた め に ， あるい は生命保全 とい う立場か ら ，
こ の 保健 に関す

る指導は ， こ の 教育の 基礎的な領域 として とらえ られ ， 必要最少限の 事項の 習慣化が 目指 され

た の で ある 。
こ の 指導姿勢は，30年代に 入 っ て も続 い て い た 。 従 っ て ，こ こ で は，六領域案と

37年度版学習指導要領に おける保健に 関する指導教 材の 概要 を述 べ るに と どb て おきたい 。

そ の 概要は ， 「表 7」 の とおりで あ る。

　｛3｝ 運 動会 に おけ る指導教材

　運動会 を素材に した学習は ， 戦後当初か ら廐に生活単元学習の一
つ と して 精神薄弱教育 の な ・

か に取 り入れ られて きた 。 当初 ， そ の 実施の規模は学校単位の もO ，で あ っ たが，30年代半ばを

過ぎる頃か ら， 地区あ る い は県単位 に規模を拡大 し， あわせ て 内容を も充実させ そい っ た 。 例
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鬮　　　　　　　　　　　　　駟

えば ， 東京都にお け る七区連合運動会 ， 横浜市の 合同運 動会 ， 群馬県 邑楽館林の 特殊学級総合

運動螺 福井 県の 連合体育大饗な ど， 多 くの 事例を挙げる こ とが で きる。 こ の 規模 の 拡大 の 背

景に は ， 特殊学級の 増設，研究会 ・協議会 ・親の会 などの 組織の 連合化，生活単元学習に対す
　 　 　 　 　 　 卿　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　 劒

る重要性の 認識，児童 ・生徒間 の 交流 と教育の 啓蒙の 必要性な どが あ っ た。なお こ の 運動会の

動向に関 して注 目 して おか ねばな らな い こ とは，こ の 発展が 全国大会開催 の 基盤 とな っ た こ と
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表 7　　保健 に関 す る指導教材 の 概要

六　 領　 域　 案
　 　 　 　 　 　 　 　 　 鬮

37年度版学習指導要領

身体 の 清潔 （小 ， 中〉 からだ の 清潔 （小 ， 中）

排 せ つ （小）

身め ま わ りの 清潔整頓 （小 ， 中） 身 の 回 りの 清潔 （小高，申）

住居や 環境の衛生 （小） 気温 に 対す る処置 （小高，中）

正 しい 食事 ぐ小，中） 食 事 （小，中）

身体検査 （小） 健康診断 （小，中）

予防注射 （小）
　　．
予防接種 （小，中）

姿 勢 （小）
」
　

「

体 の し くみ （小）

性教育 （小低） 生理 の 処置 （中）・

休養 とす い 眠 （小） 休養 （小高 ， 中）
1

， 過労 （中）

災害や 傷害の防止 （小，中） 危険防止 （小，中）

けが，
』
病気の 予防と治療 （小，中） けが

， 病気の 予防と手当て （小，中）

で あろ う。 次に ， 上記 の 運動会 の ．内容に つ い℃略述 して お きた い。

　 a ． 七区連合運動会

　主催 ：荒 川 区，足 立区，江戸川 区 ，葛飾 区，江東区，墨 田区，台東区 の 各教育委員会

　期 日 ；昭和 35年 10月 11 日

　会場 ：荒川区立第八峡田小学校庭

　参加校及 び参加児童 ・生徒 ：47桟i， 788名

　プ ロ グラ ム ：1．合同体操 （全員）， 2．徒競走 （小全 A．、B〈100m ＞），3．宝 さが し （小，養護），

4，．徒競走 （中全 C．D ＜50m ＞），5綱 引．（小全）， 6．障害物競走 （中男 A ，　B〈70m ＞）， 7．遊戯

（小全）， 8．障害物競走 （中男 C ．D，小希），9．徒競走 （小 G．　D ＜50m ＞），40 ．ねずみ の 引き

（中，養護＜ 30　rn＞），11．フ ォ
ークダ ン ス （小全），12．綱引 （中全）， 13．風船わ り （小 C．　D），

14。各区 リ レー
予 選，・15 ．ダ ン ス （中女全），16．リズ ム の合 奏行進 （各区別 全員）， 17．徒 競走

（中全 A．B〈100m ＞）， 18．借り一物競走 （小女 A．　B），19．干 し物 レ
ー

ス （中女全），20．紅白玉入

れ （小全）， 21．騎馬戦 （中男 ， 小希）．

122
，お客さま レ ース

， 23．フ ォ
ークダ ン ス （中全）， 24．職員

レ ー』
ス ，25．各区対抗 リレ

ー決勝，26 ．合同体操

　 b ，　 群馬県邑楽館林精薄学級総合運動会

　 期 日 ：昭和 37年 10月 18 日

　 参加校 ；9校

　 プ ロ グラ ム ：L 開会 式，2．ラジオ体操，．3， ス プ ン リレー
， 4．50m 競走 ， 5． 600皿 競走 ， 6．

2人 3脚，7．合同 体操，8．木曽節 ， 9．綱引 ， 10．源平合戦 ， 11．対抗 り レ
・−

　 c．　 福井県特殊学級連合体育大会　　　、

　 期 日 ：昭和38年10月1 日

　 参加者 ：児童 ・生徒 800名，父兄 300名，職員 ・ 来賓 100余名

　 演技種目 ： 〔小低〕 どうぶ つ の む ら，しゃ ぼん だま とんだ，なか よ くそろえま しょ う， なか

よ しおんがくか い ， は しれ は しれ （30〜50m ） 〔小高〕サ イク リ ン グ （三 輪車で 30m ）， まとめ
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て き ょ うそ う， ぼ くの っ くっ た おんが くた い
， た つ の お としご ， は しれは しれ （50〜80m ），ひ

の ま る こ う しん
， ちか ら

一ぱい リ レ
ー （ひ と り50m ） 〔中男〕 おみ こ しよ い し ょ ，

ゴ ル フ大会，

たん けん た い （障害 走），ちか ら くらべ ，200m き ょ うそ う，ちか ら
一ぱい リ レ

ー （ひと り100

皿 ）〔中女〕せ か い の へ い わ ， よ うさ い や さん ，
マ マ の か い もの ，ほけん しつ にい そ げ，1GOm

き ょ うそ う， なか よ しの か ぞ く 〔全員〕平和の 大行進 （中全）， み んな で うたお う （全）， み ん

な で お どろう （全）， ちか らをあわせ て （先生）， うらしまた ろう （来賓），あ しおとたふく・花

の 日本 （リズ ム ・賛助 出演）

　以上の よ うな規模の 大き い 運動会が実施 されて い て も ， 学校単位の 運動会 も毎年開かれ，生

活単元学習や教科 （体育）学習として 十分な成果を挙げて い たわ けで ある。
こ う した学校単位

の 規模の 小 さな運動会の 実態に つ い て ，三 木安正の 貴重な報告が あ る。 こ の 報告の なか で ， 三

木は演技種目を 「普通 の 種目」 と 「変わ り種種目」に分類 して い るの で ，次に その概略を掲げ

て お こ う。

　 〔普通 の 種目〕　 徒競走， リ レ
ー，障害物競走，大玉 こ ろが し，二人三 脚， 百足 競走 ，

ス プ

ン レー
ス ，

パ ン 喰い競走 ， 借物競走 ， 着せ かえ競走 ，
マ ラ ソ ン ， 徒手体操 ， 組立体操，器械体

操，
マ

ッ ト体操 ， な わ とび ， 玉入れ， お い か け玉入れ ， 鈴わ り， だるま は こび ， ボ
ー

ル はこび，

つ なひ き ， 棒 たお し， 騎馬戦 ， ．自転車遅乗 り競走， フ ォ
ー

ク ダ ン ス ，ダ ン ス ， リズ ム
， 東京五

輪音頭。

　 〔変わ り種種目〕　 東海道五 十三 次， 風船わ り， うで 試 し ， 原 子ば くだん ， 音感競争，福笑

い ゲーム ，ロ ボ ッ ト競争，とんが り帽子，聖火 リレー，陽気な楽隊，天狗 の 鼻おとし，下駄ば

きレ ー
ス ， お魚 つ り ， だるまおと し， ひ ょ うた ん とり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

　 こ の 「変わ り種種目」 が示す よ うに ， 40年前後 ICは演技 種 目の 工夫 も見 られ るよ うに な り，

運動会学習が生活単元学習 と して の 位置づ けをよ り強固な もの に して い っ た の で ある 。 しか し

一方 ， 運 動会の 規模の 拡大に っ い て も反省がな され る。い み じ くも前述 の 七区連 合運動会 は ，

38年の 第7回をもっ て 幕を閉 じる。そ の 解体理由の
一

つ に 「発足当初の 運動会の ね らい が うすれ

て 単 な る行事，お祭 り，集合体に 終 っ て しまう危険が増大 して きた こ と」が報告 されて い る。

換言すれば ． 規模の 拡大に よ り，競技型 ・お祭 り型の 運営が強 くな り
， 従来の身近な学習が否

定 され，生活単元学習 との 関連性を弱め る こ とに な っ た もの と考 え られ る。 こ うした問題点 と

は別 に，大規模な運動会 に は小規模な運動会 に期待で きな い 「社会生活能力 の 向上」 や 「移動

能力の 向上」な どが期待で きる こ とか ら ， 以後 ， こ の 大規模な運動会 は ， 運営や演技種 目な ど

の 運用 に改善 を加えなが ら全国的に 開催 されて い くよ うに なる。

　 5， 学習指 導法

　（1） 実態調査 の 進展

　学習指導法は学習者が もつ 諸能力の 実態 によ っ て 強 く左右 され るため ， そ の実態調査 （検査）

が教育 を開始す る前 に 実施 されて きた。 しか し従来の 実態調査を見る と， そ れらは特に 体育的

立場か ら実施 された もの で はな く，体育的諸事項が調査 されて も，それは本調査に付随 した調

査で あ っ た 。 30年代 に 入 る と ，
こ うした傾向か ら漸く脱 け出て 体育教育に視点を向 けた調査が

実施 され る よ うに な る。 しか もそ の 対象範囲 も，従来よ り拡大 され る。そ の 調査 は，主 と して

遊びに関す る調査と運動機能や運動能力 に関す る調査で あ っ た 。
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　精神薄弱教育で は，当初か ら遊びが教育の 重要な教材の
一

つ とな っ て い た 。 そ の ため に は少

なくとも対象児童 ・生徒の 遊び調査が必要で あ っ た。その謂査に は，例え ば， 京都市生祥小学

校特殊学級の 余暇指導の た め の 遊び調蓋 宮城県大貫小学校特殊学級の 日常の 生活指導の ため

の遊び調i＆ 旭出学園の発達基準設定の た め の 遊び調i疂 ある い は岡谷市立神明小学校特殊学

級 （．五購 擁 ％ 縣 都立王子蠶 報 （大内満学級汽 お ける灘 鼇 などがある ． 五味

と大内は ， 遊びに っ い て の 詳細な研究調査 を行ない ， 遊び主体の 生活学習を実践 した 。

　運動機能や運 動能力に関す る調査 は ， 体育教育全般にわた る基礎資料 を提供する重要な調査

で あ る 。 そ れに は多 くの 事例が ある が ， 以下に 調査 と実践が結び つ い た若干 の 事例を挙げて み

よ う。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　名古屋市立飯 田小学校の 久保定子 らは，7校計79名に 対 して 15種目32題を課す運動機能の 調査

を実施 して い る。 調査者らは ， そ の 結果を 指導に反映 し， 指導効果の 確認や 指導法の 模索を行

な っ た 。 また金沢大学教育学部付属小学校特殊学纓で は ， 毎年身体状況 身体発育 体力測憲

運動能発達 に つ い て の 調査を行な い ， こ れ らの 結果か ら高 ・中 ・低に階梯化 した教育課程で 指
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

導を行な っ た 。

一方 ， 東京学芸大学付属養護学校で は ， 小 学校学習指導要領に示 されて い る教

材区分に従 っ て 自校で 行 な っ て きた 教材 を評価段階に対応 する もの に修璃 種目選定を行な い ，

運動能力 と運動技能を評価 し，そ の 結果を教育課程 の 編成に反映させ た。東京都立青鳥養護学
 

校で は ， 毎年運 動機能 ・運動能力テ ス トを実施 ， 更に運 動能の検査 も併用 して生徒の 逐年的実

態を把握 し指導に活用 した 。 例えば，そ の 成果は，特設教科 （体育科） の導入や矯正体育の実

践に見 る こ とが で きた 。 　　　 　　　 ・

　 こ うした現場の 調査 と実践 の積み重 ねが ， 37年度版学習指導要領に おける運動機能や 運動能

力の 劣弱性，集団的活動の 必要性及び重複障害児童 ・ 生徒 へ の 対応策な どの 指摘に な っ たもの

と考え られ る 。 こ の よ う に ，わ れわ れ は ， 精神薄弱体育 に おける学習指導法を検討す る とき ，

そ の背景に調査 ・研究 を基盤に した実践の 蓄積が ある こ とを見逃 して はな らな い 。

　（2） 学習指導法の 新動向

　調査 ・研究 に よ っ て 裏付 けられた実践の 蓄積が ， 六領域案や ， 続い て の 37年度版学習指導要

領によ っ て 総括 され る 。 こ の要領 の 制定 に よ っ て，精神薄弱教育が公教育 として の 基礎 を更に

固め た もの と言え よ う。 こ うした教育状況 の もと で，体育教育に お い て も，次 に述 べ る よ うな

学習指導上に お ける新 しい 動向が芽生 えて きた 。

　  　個別指導 の 発展

　障害の 多様化と重度化は ， 直接 ・ 間接に教育に重大な影響を及ぼす。 当然なが ら能力や障害

程度を無視 して の 体育 はあ り得 な い わ けであ り，障害の 多様化 と重度化の 進行 に伴 っ て ，従来

以上に個別指導が体育教育の 重要 な学習指導法 とな っ て い っ た 。
こ の こ とは ， 先述の 篠崎 ・近

藤の 報告にお いて ， 「個人差に留意 した指導」が留意点 の 上位を 占めて い た こ とか ら も明 らかで

ある 。 具体的に 言えば， 30年代後半 ， こ の個別指導を軸 とした能力別指導法や養護 ・訓練的指

導法 と考え られる指導法が 実践された 。 例えば ， 薊者に含まれ る もの と して は ， 身体状況 ・ 身
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

体発育 ・運 動能力 ・運動能 を勘案 した金沢大学教育学部付属小学校特殊学級の鍛 階式指導法や，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
尸
 

東京教育大学付属大塚養護学校中学部にお ける 2段階式指導法を挙げる こ とがで きる。また後者

の事例 として は，東京都立青鳥養護学校における35年度実施の 「矯正 ・治療体育」（38年か ら 「矯
　 　 　 　 　 　 　 B 
正体育」と改称）を挙げることがで きる 。 特に こ の後者の 事例は，45年度版学習指導要領に よ っ
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て始ま る 「養護 ・訓練」 領域 に相通ず る指導理念 に立 つ もめで あ り， 注 目すべ き実践であ っ た 。

　  　反復指導の 徹底

　学習の反復指導は精神薄弱教育 に おける指導原則の一
つ として 従来 か ら重視 されて きた が ，

こ ζで の検討は ， 通常一般 の単位時間内に行なわれ る反復指導法に関 して で はな く， 教育課程

上 に表われ た反復指導法 に関 して で ある 。

　30年代の 領域 案を初め と した教育課程編成に関する論議 の なか で ， 体育科の 年間指導計画に

一般の小 ・ 中学校教育に見 られ な い 動きが定着 しつ つ あ っ た 。 そ れ は ，

・年間を通．じて の反復指

導法で あ る。多 く事例 の うち，そ の 若千を挙げて みよ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 制

a ．宮城 県七郷小学校特殊学級年間指導計画 （昭 33）

月

月

月

月

月

月

月

且

月

月

月

月

　

月

456789012123

°

4

．

　

　

　

　

　

111

　

　

　

b

集合 ・整列，ラジオ体操 ， 鬼ご っ こ ， ボー
ル 遊び

整列 ・整頓 ， 歩き方，なわ とび，鉄棒遊 び

室内遊び ・ゲ
ー

ム
， りズ ム 遊び ， 目か くし鬼

跳箱遊び， 水遊び ， ソ フ トボ ール

水遊び，ラ ジオ体操

運 動会の 練習， リズ ム 遊び
　　　　　　　　　　　 1

体力測定 （投，走，跳，懸垂），
バ ド ミ ン ト ン

鬼ご っ こ ， ボ
ー

ル 遊び， 置換競走

リズ ム 遊 び ， なわ とび， ボ
ー

ル 遊 び

たこ あげ， なわとび ， はね つ き ，
マ ッ ト遊 び

鬼 ご っ こ ， 跳箱遊び ， 卓球

ボ ー
ル 遊び，バ ド ミ ン ト ン，卓球

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 黝

　東京教育大学付属大塚養護学校年間指導計画

　　 徒手体操 ， 鉄棒運動 （けんずい ， さか上が り， 前回 りお り， 足かけふ り）， 50メ ー トル

　　 走 ， 立幅跳 ，
バ ーピー

テ ス ト，垂 直跳，走 り幅跳，整列 ・行進　　　　　　　　　　　　．

5月　徒手体＃ ． ζび箱運動 （開脚の 腕享て とび こ し）， 短距離m ， 障害志 　リレ ー
， フ ォ

ー

　　 クダ ン ス （女），整列 ・ 行進

6月　とび箱運動 （開脚の腕立て とび こ しゴ 閉脚の 腕立て とびこ し）， ソ フ トボ ー
ル （男）， キ．ッ

　　 ク ボ ー
ル （女）

7月

8月

9月

10月

12月

1月

2月

3月

ソ フ トボ
ー

ル ，キ ッ ク ボ ー
ル ，す もう （男）（基本），片足す もう （女），水泳

ハ イ キ ン グ，キ ャ ン ピ ン グ，水泳

徒手体操 ， 短 距離走 ， 障害走 ， リ レ
ー

，
バ レ

ー
ボ

ー
ル ， フ ォ

ー
クダ ン ス ，整列 ・行進

50メ
ー

トル 走，立幅跳 ，
バ ーピー

テ ス ト， 垂直跳 ， 走 り高 とび ， ソ フ トボール ， 野球 （2

年の み）， キ ッ クボ
ご

ル

卓球 ，
バ ド ミ ン トン

マ ッ ト運動 （前向りく連続〉，う しろ回 り）， フ ォ
ーク ダ ン ス

， すもう （押し ， 突き ， よ

り）（男），片足す もう （女）

徒手体操 ，
マ ッ ト運 動 （前回 り〈開脚〉，う しろ回りく開脚〉）， 持久走 ， フ ォ

ー
ク ダ

ン ス

マ ッ ト運動 （前回 り〈開脚〉， うしろ向り〈開脚〉， 倒立く補助〉）， サ ッ カ
ー

， フ ォ
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一

　 　　
一

ク ダ ン ス ， ス ケ
ー

ト

　以上の 事例 も示す よ うに，多 くの 学級や学校で は，同一
の 運動教材を数か月継続的に指導 し

た り， ある い は年間を通 じて 数回繰 り返 す指導計画 を編成 して い た 。 季節 ， 学校及び地域な ど

の特殊性も指導計画に大 きな影響を及ぼすもの と考え られ るが ， 強い て言え ば， それ らと無関

係に こ うした反復 的指導計画を編成す るの は，経験 の 定着を図 るため に 厂よ り指導 を徹底させ

る，徹底 させ よ う」 とす る体育的意図か らで あ っ た。

　  　学習指導の 類型

　体育教育における学習指導に遊 び型；生活型，鍛練型及び矯正型 の 4型が散見 された こ とに っ

い て は ， 「日本に おける心身障害者体育の史的研究 （等 10報）
一

昭和20年代の 精神薄弱体育に っ

い て 」 で指摘 したが，30年代 の か ら40年代前半に お い て は，そ の 4型に新た に ク ラ ブ型 と言え る

学習指導も加わ り， それ ぞれが従来よ りい つ そ う内容を鮮明化 して い っ た。前述 の 報告 と若干

重視す る が，そ の 5型 は，次 の よ うな特色をも っ て い た 。

　 ア ．遊び型 の学習指導　こ の指導は ， 遊 びが もっ 自由性， 自主性 ， 集団性， 活動性と ， 遊 び

に 対す る児童 ・生徒の 本能的な興 味や関心を期待 した指導で ある 。 主 として 小学校 （小学部）

低学年を対象と して 身体運動 を伴 っ た遊びが ， 観察，学習へ の 導入 ， 心 情の 啓発， 体力の 養成 ，

社会 的態度の 育成な どの 幅広い 目標の もとで ， 日常の 生活指導領域や体育科の なか で 取 り上げ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 剛

られ た。例え ば ， 今市市今市小学校愛護学級の発足当初の 生活指導 （昭30）， 東京都 目黒区立碑

小学校特殊学級の 「遊 び学習」（昭36， 同 39）， 岡谷市立神明小学校特殊学級 と東京都立王子養
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    

護学校 に おける遊 びを中心 とした学習 （昭 42），神戸大学教育学部付属養護学校 の 「生活，体

育」 に遊びを取り入 れた学習 （昭 45）な ど ， 多くの 事例が あ る。 入学 して くる児童 ・生徒の 障

害程度が40年代 に 入 っ て 逐年的に 重度化 して い くなか で，小学校 （小学部）低学年は言うまで

もな く， 重度な児童 ・生徒 をも対象に した遊びを通 して の学習指導が よ り重要性を増 して い っ

た 。

　 イ ．生活型 の 学習指導　こ の 指導は，運動会や遠足 など の よ うな身体運動を主 とする生活単

元学習 と，保健的学習を主 と した日常 の 生活指導を指す もの で ある 。 前者で は，ある行事を素

材に準備的学習か ら整理的学習まで 合科的学習形態 を と り経験の 拡充 を ． 後者で は ， 日常の 学
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 醐

校生活の なか で健康 ・安全に つ い て の 習慣化をね らっ た 。 な お こ の 指導は ， 望月勝久 も報告 し 、

て い るが，20年代 に既に 確立された形態で あ っ た 。 若干の 事例 を挙 げると，東京都立青鳥養護
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鋤　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　 鋤

学校の 「行事単元学習」 （昭35）， 東京学芸大学付属養護学校 の 「生活単元学習」（昭36）， 徳島
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 肋

大学付属小学校高学年組の 運動会単元学 習 （昭 39）などが ある 。

　 ウ。鍛練型 の 学習指導 　こ の 指導は， ト レ
ー

ニ ン グ方式をと っ た継 続的 ・系統的な指導 で あ

り，基礎運動能力め向上 ， 運動機能の 向上 ， 持久力の 養成，体力の 養成を目指し， 社会 的自立

の ため の 身体的活動力を向上させ るため の 指導で ある 。 また こ の 指導は，主 として体育科，あ

る い は特別教育活 動の なか で 軽度な障害児童 ・生徒を対象に実施 され る指導で あ る。例え ば，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 闘

東京都立青鳥養護学校に おける運動会単元学習 （昭35）， 鹿児 島県大口 市大口 中学校特殊学級に

お ける体育 時の サ
ー

キ ッ ト・ト レ ー一　F ン グ （昭37 ， 同 38）． 東京教育大学付 属大塚養護学校 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 陬　　　　 　　　　　 　　 鬮

「生活技能学習」 と して の 保健体育指導 （昭38）な ど の 事例があ る 。

　体力向上策の 問題は，東京 オ リ ン ピ ッ クを契機に教 育界で 問題化 し， 43年の 小学校学習指導

要領及 び44年の 中学校学習指導要領 によ っ て 明示 され る。精神薄弱教育に お い て も ，

一
般教育
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界の 動向 と並行 し体力向上を目指 した鍛練型の 指導が散見 され るように な り， 上記 の 学習指導
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鬮

要領 と同 じく45年度版学習指導要領に 「体力 の 向上」が 明示 された の で ある。

　エ ．矯正型の 学習指導　こ の 指導 は ， 身体運動上の 欠陥を矯正 ， 治療するた めの指導で あり，

体育的 ・医学的見地 に立 っ て の 指導で あ る。 当然 なが ら個別指導重視で 体育科や特別教育活動

を通 して 指導され る。 先に も述べ た よ うに ，
こ の指導は ， 障害の 重度化に伴 っ て い っ そ う重要

性を増 した 。 なお付け加え るな らば ，
こ の指導理 念は 45年度版学習指導要領で 登場する養護 ・

訓練領域 の 設定理念 に 結びつ くもの と考 え られ ， そ の 動向が 注目された 。 事例と して ， 例えば，

東京教育大学付属大塚養護学校 の 「姿勢矯正運 動」指導 （昭38）， 先に 述 べ た東京都立青鳥養護
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （100）

学校の 「矯正体育」及び 同校 の 「音体」（昭 44）， 東京都立立 川養護学校 （半場正信指導）の 「矯
　 　 　 　 　 （正01）

正補強体操」 などが ある 。

　オ ．クラブ型の学習指導　この ク ラブ型の 指導 は，特別教育活動や課外の 諸活動を通 して 自

発性 ・自主性 の 育成及び社会的応力の 向上を 目標と した指導で ある 。 小宮山倭 は ， 「普通の 小 ・

中学校 に お ける特別教育活動 は （中略）残余の r特別』 な教育 的意義を も っ た活動で ある （中

略） と こ ろが 精薄児教育におい て は （中略）む しろそ の 逆で，特活 ・行事等の 総合的な単元の

進 行に必然的 に 付随 して 派生す る活動 と さえな る 。辛巴 特別教育活動 の 重要性を指摘して い る。

精神薄弱教育に お ける特別教育活動は，37年度版学習指導要領に よ っ て 指導領域と して 初めて

位置づ けられ，そ の 後学級 ・学校 の 整備に 伴 い ，主と して 中学部 ・高等部教育に お い て 重要視

される よ うに な っ た指導領域な の で ある 。 例えば，東京都大田区立矢口東小学校特殊学級の 健

常児童 との 合同ク ラ ブ活鋪猶藁京教育大学付属大塚養護学校 の ク ラ ブ活易狸藁京都立青 爲養護

学校 の 運動部活易駕どを挙 げる こ とがで きる。 なお こ うした活動の成果は，種 々 の 体育的な大

会と結び つ き発表され た ． 鯨 都鰍 学級 ・籬 学諭 抗球技大会 軼 大轟 ・鞁 か ら実施

男子　ソ フ トボ ー
ル ，女子 ：キ ッ ク ボ ー

ル ）が それで ある 。

V 　 お　わ 　 り　 に

　以上で 昭和 30年代か ら同 40年代前半にかけて の 精神薄弱体育 の 諸問題に 関す る論議を終え る

が ， 最後に ， これまで に得 られた若干 の 所見をま とめ て 結語 と した い 。

　（1｝ 精神薄弱教育界に おける30年代 の 主要 な動向の
一

つ に，組織 の 拡大 と確 立 が あ っ た 。 こ

の動向が教育課程の 構造化を全国的な もの に促進 し， ひ い て は体育教育間題に も大 き く影響 し

た 。

　  　30年代半ばにか けて ， 教育課程 に おけ る指導内容 の 領域化が行なわ れ る 。 そ の 領域設定

に 当た り， 体育教育は こ の 教育の 基礎的領域 （運動内容は健康領域 ， 表現 ・表出領域に ， 保健

内容 は健康領域， 他領域に） に位置づ けられ る 。 更に こ の 末期に は ， 要領が 制定 され て 教育課

程に おける構造の変容が起 こ る 。 以後，体育教育 は，「関連 ・系統 ・教材学 習」 と して 位置づ け

られ，一教科 として 発展 して い く。

　  　30年代 に入 っ て も，戦後当初の 「健康」で 「働 ける体」の育成 とい う体育教育の 理 念が

生き続け，その 目標は ， 身体的活動力の 向上 ， 社 会的適応力の 養成，精神的耐久力の育成及び

個人衛生上 の 態度 ・習慣の 形式で あ っ た 。 また そ の 目標 レ ベ ル は，一
般小 ・中学校 の それ より

2学年程度下げた もの で あ っ た。 なお保健 ・衛生面で は ， 早期指導が図 られた 。
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　｛4｝ 指導教材は，一般小 ・中学校の 2学年程度下級学年の 教材を指向した もの で あ っ た 。 なお

自転車の りの 定着．整列 。行進 の 採用，ある い は新 しい運動教材の 模索や 養護 ・訓練的指導 の

導入 な ど ， 障害程度の 多様化 と重度化に伴 う新 しい 動きも芽生 えて きた 。

　  　体育教育に関する実態調査が 進展 し， そ の 結果が指導面に 活用 されて い っ た 。 個別指導

や反復指導 も諸方面 か ら取 り組まれ，新 たに ク ラブ型も加え て，20年代 に見 られた遊び型 ， 生

活型，鍛練型 及び矯正 型 の 学習指導はそれぞれ定着傾向を示 した 。

注． 引用 ・ 参考文献

（1） 全 日本特殊 教育 研究 連 盟 （編 ）
，

日本 の 精神 薄 弱 教育 ， 第2巻
，

日本文 化科学 社 ， 昭54
，

〕
pp．2− 6．大 阪

　市特殊教育実施70周年記念誌編集委員会 （編）；特殊教育70年史 ， 大阪市教育季員会 ， 昭45
， p．63を参

　照 。　　　　　　　　　　　　　　
．
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，
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一
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｛10） 文部省，前 掲書，p．14
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　は 五 領 域 が
，

仁 王 小学 校特 殊 学 級で は 四領 域 が 採 用 され て い た。
1

ttg） 全日本特殊教育研究連盟 （編）， 前掲書 J．第2巻 ，
　 pp ．103− 118

    坂本直司，厂当時の 私の 教育課程 ・指導法一品川五 領域案で 訴え た か っ た こ と」，精神薄弱児研究，第

　227号
， pp．42− 43

，
昭 52
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  　全 B本特殊教育研究連盟 （編），前掲書，第2巻 ， pp ．124− 133

  　宮城県教育委員会 （編），前掲書 ， 第3集，p．25

  　東京精神薄弱教育史研究会 （編），東京の精神薄弱教育一戦後の あゆ み ，表現研究所，昭46，p ．265

2S　全 日本特殊教育研究連盟 （編），前掲書，第2巻，　 pp ，147− 173を参照。　　　　　　　　　 ．

囲　東京学芸大学教育研究所 （編），前掲書 ， pp ．204− 206．五領域 とは ，社会生活，言語 ・数量 ，情操，
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　　（29｝

　　　の 全体構造を下 の 図 の よ う に と らえ て い た 。

　　〔鋤　来部省，特殊教育諸学校学習指導要領解説一養護学校 （精神

　　　薄 弱 教育）編 東 山 書房 ， 昭58
， p．39

　　〔3D 實崎英憲 （編），前掲書 ，
　pp ．34

’
T 　35を参 照 。

　　働　文部省，特殊教育諸学校孛習指導要領解説
一養護学校 （精神

　　　薄弱 教育）編 ， P。38

　　  　文部省 ， 特殊教育諸学校学習指導要領解説
一

養護学校 （精神

　　　薄弱教育）編 ， P，38

　　翩 　全 日本特殊教育研究連盟 （編）， 精神薄弱児指導 の 計画 ど実際，

　　　日本文化科学社，昭42（11版）， p ．205

　　  　東京学芸大学教育研究所 （編），

’
前掲書 ， p．205

　　鬮　文部省 ， 養護学校小学部 ・中学部学習指導要領精神薄弱教育

　　　編，pp ．66− 73，93− 95

　　 

　　　る体育 の一般目標 は，次の とお りで あ る。

　 　 　 　 1

　　　　　心 身の 健全 な 発 達 を 促 し，活動力を高め る。

　 　 　 　 2

「　　　　 す る態度を育 て る。
’

　 　 　 　 3

切　小西 英一
（編），前掲書，pp ．8− 9．八 領域 と は，言語，数量，社会 ，家庭，健康，情操，科学 ，職業

　 で あ っ た。

閼 　宮崎英憲 （編）， 青鳥三 十年；東京都立青鳥養護学校，
1
昭54， p ．126．東京都立青鳥養護学校，研究紀

　要，H ，p．12，昭37．同前報告に よ れ ば
， 同校で は

，
34年 に

一
部 の 教科を取 り入 れ

，
36年 に は

，
「教科

，

　特別 教 育活動」 「行事
，

生 活単 元 学習 ；生 産学習の 四 領域 」と した 。 領域案の 盛 ん な 時期に ，こ の よ うな

　教科の 導入を試行 しつ 丶 あ っ た学校 も見 られたの で あ る。

　　全 日本特殊教育研究連盟 （編），前掲書，第 2巻
， p ．129，大分県大分市立 新生養護学校で は

， 指導計画

（
中
学
部
）

（
小
学
部
）

（
小
・
中

学
部
）

文部省 ， 小学校体育指導書，大 日本図書，昭42 （24版），p．385．例え ば，小学校学習指導要領にお け

各種の 運 動 を適切 に 行わせ る こ とに よ っ て ，基礎的な 運 動能力を養 い，

各種の 運動 に親 しませ，運動 の しか た や 技能を身 に つ け，生活を豊か に

　　　　運動や ゲ
ーム を通 して ，公 正な態度を育て ，進ん で約束や きま りを守り，

　　　互 い に協力 して 自己の 責任を果たすなどめ 社会生活 に 必要 な 態度を養 う。

　　4　健 康 ・ 安 全 に 留意して 運 動 を 行 う態度や 能力を養 い ，さ らに 保健の 初歩

　　　的知識を 理解させ ，健康な生活を営む 態度や 能力を育て る。

  　文部省， 小学校体育指導害，p．386

鬪　全 日本特殊 教育研 究 連 盟 （編 ），精神薄弱 児 指導法，日本文化科学社，昭 42 （7版），p ．25

  　文部省，幼稚園教育百年史， ひ かりの くに （株）， 昭54 （3販）， pp．627− 640を参照 。 幼稚園教育要領

　　（昭31）で は ，幼稚園教育の 内容が領域別に編成 されて い た 。 こ う した領域案も参考 に された もの と考

　　え て よ V
，
だ ろ う。

〔4V 石田俊丸・他4名，「精薄児 の 運動能力に つ い て （その 一）」，体育学研究，第3巻第1号，　 p ．180，昭 33．

　久保定子 ・他6名，「精神薄弱児の 運動機能に つ い て 」，精神薄弱児研究，第24号．rpp ．11− 18，昭35．上記

　 の 研 究 の 他 ，
多 数 の 報告が

，

一
致 して こ の 劣 弱 性を 指摘 して い る。

・働　篠崎義雄 。近藤原理
，

「精薄児の 体育指導につ い て の 調査 か ら」，精神薄弱児研究，第 80号，pp ．40−

　44，昭40．こ の 調査は ，39年 に実施 され ，小学校22校 ，中学校18校，児童 ・生 徒数980名を 対象 に した もの

　 で あ る 。

（蚓　全 日本特殊教育研究連盟 （編）， 日本の 精神薄弱教育，第2巻 ，pp ．161− 163．漢数字 の一部を算用数字

　 に した 。

幽　文部省 ， 養護学校小学部 ・中学部学習指導要領精神薄弱教育編，pp ．66− 73，93− 95
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｛45｝ 全 日本特殊教 育 研 究連 盟 （編），
日 本 の 精神薄弱教育 ， 第2巻 ， p．15e・

（46） 文部省 ， 養護学校小学部 ・中学部学習指導要領精神薄弱教育編 ， 教育図書 ， 昭44 （12版）， pp ．6− 7を

　参照 。

（4丁 全 N 本特殊教育研究連盟 （編）， 日本の 精神薄弱教育 ， 第 2巻 ， p．158

〔  　文部省 ， 養護学校 1js学部 ・中学部学習指導要領精神薄弱教育編 ， 教育図書，昭44 （1・2版），　p．7

  　宮城県教育委員会 （編），前掲書，第 3集，pp ．31− 32，59 − 60．同県槻木小学校特殊学級及び大衛eg−r

　小学校特殊学級 の 事例。宮城県教育委員会 ・宮城県特殊教育研究会 （編），特殊教育の 手引，第6集，宮

　城県教育委員会 ， 昭37， pp．142
− 143．同県立光明養護学校 の 事例。少西英一 （編）．， 前掲書，　p ．32。金

　沢大学教育学部付 属小学校特殊学級 の 事例。半田武二 郎．t 「特殊学級 の 年聞指導計画」， 精神薄弱児研究，

　第 31号 ， pp ．10− 17
， 昭36．埼玉 県飯能市飯能第

一
小学校特殊学級 の 事例。「昭和37年度 ・全国協議会 の

　実施 概要 と分科会報告」，精神薄弱児研究 ， 第 50 ・51号 ， pp ．12− 16
， 昭 37．旭川市東五 条小学校特殊学

　級 の 事例。 西谷三 四郎 （編著）， 精薄児教育一指導細案とそ の展開 ， ．明治図書 ， 昭40 （再版）， pp ．94−

　96．東京教育大学付属大塚養護学校 の 事例 。 以上 が
， 参照 した主 な 事例であ る 。

（50） 北村昭
一

v 「体育 の 指導計画作成まで 」， 精薄教育 ， 第8巻第 7号 ， p．20，　pp，25− 26， 昭42，東京都 目黒

　区立碑小学校特殊学級の 事例。群馬県精薄教育史編纂委員会 （編），群馬県精神薄弱教育史，同県精薄教

　育研究会，昭40
， pp，349− 350L 同県伊勢崎ブロ ッ クの M 小学校特殊学級の事例。 「戦後 の 埼玉県簿神薄

　弱 教育史」 編集委員 会 （編 ），戦後 の 埼玉 県精神薄弱教 育史，同県特殊教育研究会 ， 昭46
， p ．150．岩槻

　市岩槻小学校特殊学級の 事例 。 篠崎義雄 ・近藤原理 ， 前掲論文 ， p．41．全国的な特殊学紙 の 調査 に よ る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x

　事例 。 半場正信 ， 精神薄弱児 の 体育指導 ， 学芸図書 ， 昭46 （3版）， pp．23− 24、35− 37，84− 85．半場 の 指

．導事例 。 以上が
， 参照 した主な事例 で あ る 。

剛　宮城県教育委員会 （編）， 前掲書 ， 第3集
， pp ，

60− 61．同県歌津申学校特殊学級の 事例。東京都立青鳥

　養護学校 ， 研究紀要 ，
皿

， 昭37， pp ．54− 59！宮崎英憲 （編）， 前掲書 ，
　 pp ．154− 156．東京都立青鳥養護

　学校の事例 。 西谷三 四 郎 （編著），前掲書 ， pp ．94− 96．東京教育大学付属大塚養護学校の 事例。 以上が，

　参照 した主な事例である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

、

励　宮崎英憲 （編）， 前掲書 ， pp ．157 − 161．東京都立青鳥養護学校の 事例 。 篠崎義雄 ・近藤原理 ， 前掲論

　文，p．41．全国的な特殊学級 の 調査 に よ る事例 。 半場正信 ， 前掲書 ，
　 pp．35

− 37
，
84− 86，

162− 165．半場

　の 指導事例。以上が ，参照 した主 な事例で あ る。

働　篠崎義雄 ・近藤原理 ， 前掲論文 ， pp ，43− 44．篠崎 らは ， 新 しい 教材 と して 厂お もりと滑車」；　 r風船」，

　「ラグ ビーボール 」な どの 視覚 に訴 え た 教材を発 表 して い る。こ う した新教材の 模 索が 40年代 に 入 っ て 活

　発とな っ て い く。

馴　全 日
’
本特殊教育研究連盟 （編），日本 の 精神薄弱教育，第 2巻 ，pp ．158− 160

団　文部省，養護学校小学部 ・中学部学習指導要領精神薄弱教育編，pp ．66− 73 ，94− 951

  　r特殊学校連合運動会 の 記録 」，精神薄弱児研究，第34号，pp ．16 − 24，昭36

  　全 日本特殊教育研究連盟 （編），日本 の 精神薄弱教育 ， 第6巻
， p．227

鬮　群馬県精薄教育史編纂委員会 （編），前掲書 ，p．403

働　下野誠 ， 「特殊学級連合体育大会 の 試み」， 精神薄弱児研究 ， 第72号 ， pp．34− 37，昭39

（60｝
’
全 日本特殊教育研究連盟 （編），日本の 精神薄弱教育，第6巻，p．138．例え ば，同書に報告され て い る

　高知県 の 事例 は，典型的な事例 と言えるだ ろ う。

  　全 日本特殊教育研究連 盟 （編），
日本の精神薄弱教育 ， 第6巻

， p．56を参 照 。

圃　全 日本特殊教育研究連盟
『
（編），日本 の 精神薄弱教育 ， 第6巻

， p．56を 参照 。

  　芳我衛 ， 「ス ペ シ ャ ル オ リン ピ ッ クを企画す る こ と の 意義」，
ス ペ シ ャ ル オ リン ピ ッ ク ， 創刊号 ， pp ．12−

　18
， 昭57．第1回 日本ス ペ シ ャ ル オ リン ピ

ッ ク全国大 は
，
56年 10月　2

、
3日 ， 神奈川県で 開催 され た 。

圃　三木安正 ，「運動会 の 種 目の 工夫」，精神薄弱児研究 ，第 84号，pp ．24− 27，昭40．こ の 調査は40年 に実

　施 され た もの で あ る。回答校 は
，

厂仙台 の 光 明，群馬 の 高崎 ，東京 の 青鳥 と愛育 と旭出，千葉 の 市川，大

　阪の 難波 の 各養護学校，東京品川 の 浜川 ，千代田 の 神竜，千葉 の 神崎，京都の 永松各小学校特殊学級」
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　 で あ っ た 。

翻 　東京精神薄弱教育史研究会 （編），前掲書 ， p ．234

  　岡野絢子 ， 「運動会 の 方法と参加 の 仕方 」， 精神薄弱児研究 ， 第84号 ， p ．15 ， 昭 40．特に種目の 選定 に

　 つ い て 教育的配慮が必要 で あるこ とを 指摘 して い る。

  　多 くの 事例が あ るが ，例 え ば ，川村直次，「特殊学級児童生徒の 運動能力 （小学校）」．（精神薄弱児研究 ，

　第72号，pp ．9− 12，昭 39），鈴木和子 ・武 田 日出子 ， 「特殊学級児童生徒の 運動能力 （中学校）1 （精神薄

　弱児研究 ， 第72号 ， pp ．13− 15，昭39）などを挙げる こ とがで きる。

（68） 熊谷吏希子 ，
「夏休み 中 に 於ける精 薄 児 の 遊 び の 調 査」

，
児 童心 理 と精神衛生，第 5巻 第4号 ，pp ．22−

　 34，昭30

翻　宮城 県 教育 委 員会 （編 ），前掲書，第3集，pp．93
− 10e

  　三木安正 ・坂本豊子 ・橋本美代子 ，
「精神薄弱児の 遊びとル ール の 理解に つ い て 」，児童心 理 と精神衛

　生 ，第5巻第4号，pp ．35− 51，昭30

  　五 味 酵
，

「遊 び の 基礎 的研 究 」，精 薄教育，第 8巻 第9号，pp ．15− 22，昭 42

  大内満，「遊戯解放的生活学習を とりあげた 指導計画」，精薄教育，第8巻第9号 ， pp ．22 − 35，昭42

  　久保定子他6名，「精神薄弱児 の 運動機能 につ い て 」，精神薄弱児研究 ，第24号，pp．11− 19，．昭35．こ

　の 調 査 期間 は，昭和33年 11月 か ら同 12月 ま で で あ り，立幅 と び，50m 走 ，ソ フ トボール 投 げ
，

懸 垂
， 片

　足立ち，前屈 ，タ オ ノヒし ぼ り，は さみ の 使い 方，ひ も結び ，バ ケ ツ 運 び，ま りつ き，な わ とび，キ ャ ッ

　チ ボール ，自転車で あ っ た 。 なお結果 は，知能指数50以下と51以 上 ，年齢10歳以下と11歳以上
， 性別に

　 よ っ て 8群 に 分 類 さ れ 分 析 さ れて い る。

囮　小西英一 （編）， 前掲書 ，pp ．20 − 32
，
88 − 91

  　東京学芸大学教育研究所 （編），前掲書，pp ．145− 155

  　宮碕英憲 （編），前掲書，p．169

  　篠崎義雄 。近 藤 原 理
， 前掲論文 ， p．42

  　小西英
一

（編），前掲書 ， pp ．20− 32，88− 91，こ の 実践は，37年度版学習指導要領制定以前 で もあり，

　注 目さ れ た 。

  　西谷三 四 郎 （編著）， 前掲書 ， p．142．こ の事例は
，
38年頃の 事例 で ある 。

剛　宮崎英憲 （編），、前掲書，p．155，　pp ．．169− 171．37年度の 指導内容嫉， 行進練習 ，
タ オ ル しぼ り， 箸

　（竹棒）を使 っ た 運動 （マ ヒ グル ープ ），
は さみ を 使 っ た手先の 訓練 （マ ヒ グ ル ープ），紐結 び （マ ヒ グル

　
ープ ）， ま りつ き （マ ヒ グル ープ ），

キ ャ ッ チ ボール
， 自転車 （マ ヒ グル ープ ）， 竹棒体操 （姿勢矯正 グル

　
ー

プ）t 徒手体操 （姿勢矯正グル
ー

プ），マ ッ ト体操 （姿勢矯正），肋木体操 で あ っ た。 38年度 に は，F矯

　正 ・治 療体育 」を 「矯正 体育」 に改 称 し，「中学 部 ，高等部 の 指導 で ，週 三 時間 」 を当て ， 内容 を 「平 均

　運 動，ラ ジ オ体操」 に 縮小 して い る 。

（8工1．宮城県教育委員会 （編），、前掲書 ， 第3集，pp ．37− 40．同校報告の 「年間教育計画例」に おけ る情操学

　習か ら抽出 した もの で あ る 。

團　西谷三四郎 （編著）、 前掲書 ， pp ．41− 43．こ れは
， 同校 の 「年間計画表」（中学部）か ら抽出した もの

　 で あ る。

  　北野与
一一

e 「日本に お け る心 身障害者体育の 史的研究 （第10報）一昭和20年代の 精神薄弱体育に つ い

　て 」，北陸体育学会紀要，第 22号 ， pp ．12− 22，昭60

圃　渡辺 タ マ ，「愛護学級の 歩み 」，児童心 理 と精神衛生 ，第5巻第 5号，pp ．44 − 49，昭31

〔85） 北村昭
一

，
「体育 の 指導計画作成まで 」，精薄教育 ， 第8巻 第 7号 ，p．19，26，昭42

’

  　五味酵，前掲論文，pp ．15− 22

  　大内満，前掲論文，pp 。22− 35

  　田中靖国 ，
「遊 びを 通 して よ り望ま しい 人格形成を め ざ して 」，精神薄弱児研究 ， 第 147号 ， pp．41− 45，

　 昭45　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

黝　望月勝久，前掲書，p．284を参照。
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24 北　野　与　
一

（90） 宮崎英憲 （編），前掲書 ，p．174 ’

側
’
東京学芸大学教育研究所 （編），前掲書 ， pp。214

− 215

働 　近 藤尚義 ，
「秋 の うん ど う会」， 精神薄弱児研究 ， 第84号 ， pp ．16− 19

， 昭40

醐　東京都立青鳥養護学校 ， 研究紀要 ， 第 1号，p，81，昭 35．・同単元学習 の主要な 目標 は
， 「心身 の 鍛練」で

　あ っ だ 。

團 ．前原博海 ，
「サ

ーキ ッ ト・トレ ーニ ン グに よ る精薄児 の 運動能力 の 発達に つ い て 第 2報筋 の パ ワ
ー

およ

　び持久性の 発達 に つ い て の 考察」，体育学研究，第9巻第 1号，妻．192，昭38，なお付け加え るな らば
，

サ

　
ーキ ッ ト。トレ ーニ ン グの 実施例 と して

， 東京都豊島区小 ・中学校特殊学級の 事例 もある （永倉春男 ，

　「豊島区教育委員会 の特殊学級教育課程指導書の特徴と成立過程」， 精神薄弱児研究 ， 第105号 ， p ．33，

　昭42）。

〔95｝ 西谷 三 四郎 （編著）， 前掲書 ， p．146．同校 の 「生活技能学習 の 記録」の 中の 保健体育 の 観点 に 「体を

　きた え る」 とい う項 目が 挙げられて い る。

  　な お付言すれば
， 第7回精神薄弱教育研究全国大会 （昭43）に お ける第4分科会に お．い て

， 「ハ
ード・ト

　 レ ーニ ン グ的指導」 に つ い て の 論議 が なされ て い る （金子豊重 ， 「教材単元く教材〉学習 に つ い て 高 体

　育
一

」，精神薄弱 児研究，第124号，p。40， ．昭44）。

働　丹野由二
，

「精神薄弱児教育に お け る 最近三 力年 の 研究課題傾向調査」， 精神薄弱児研究 ， 第 139号 ，

　pp．54 − 55
， 昭45．丹野 の 報告を参考 に検討すると ， 精神薄弱教育 で は

，
42

，
43年頃よ り体力づ くりが課

　題 とされ る よ うにな っ た よ うで あ る 。

鰓　文部省 ，特殊教 育諸学校小学部 ・中学部学習指導要領，慶応 通 信，昭50 （改訂再版四刷），p．109，な、

　お，45年度版学習指導要領の 正式名称は ，上 記 の とお りで あ る 。

〔99｝ 西谷三 四郎 （編著），前掲書，p．42

网　宮崎英憲 （編），前掲書，pp ．Z55− 157 ，169
− 171

UO1）半場正信，精神薄弱児の 体育指導，学芸図書，昭46 （3版），　 pp ．20−・28，170− 171

鵬 小宮山倭 ， 「特活 ・道徳に っ い て 」，精神薄弱児研究 ， 第67号 ， p ．22，昭39

〔  申沢隆秀，畤 殊学級児 童 の棚 1亅教育活動 」，精神薄弱児研究 第96号 P．23，昭41

（鯛 西 谷三 四 郎 （編著），前掲書，p．199．こ れ は ，同校の 38年頃の 実践 で あ る。小学 部で は，「運動ク ラブ・

　 自転車 ク ラ ブ ・音楽 ク ラ ブ ・図工 ク ラ ブ」，中 ・高等部 で は ， 「野球 ・ソ フ トボ ール ク ラ ブ， 卓球 ク ラブ，

　 キ ッ クボ ー
ル ク ラ ブ」が活動 して い た。

UO5）宮崎英憲 （編）， 前掲書 ，
　p．221．こ の 事例 は ，

37年頃の 事例 で あ る 。 運動部に は ， 「ソ フ ト ・卓球 ・キ ッ

　ク ボール ・ド ッ ジボ
ー

ル ・バ ス ケ ッ トボ
ー

ル ・相模 ・体操 （矯正体育）・自転車」の 各部があ っ た 。

IIO6｝「東京都特殊教育研究会十五周年記念行事きま る」，精神薄弱児研究，第86号，　 p ．60，昭40
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